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三重県教育施策大綱（仮称）（骨子案） 

 

１ 大綱策定の趣旨 

（１）大綱の位置づけ 

 「三重県教育施策大綱（仮称）」は、地方教育行政の組織及び運営に関す

る法律第１条の３第１項に基づき、三重の教育の基本的な方針や教育施策

の主な内容について示すものである。 

 

（２）大綱の期間 

策定の日から平成 31年度末までとする。 

 

２ 教育を取り巻く社会情勢の変化 

（人口減少、少子高齢社会の進行） 

○ 三重県の人口は減少局面に入り、平成 42（2030）年には、平成 22（2010）

年より、約 20万人少ない 165万人程度にまで減少すると推計されている。

今後、戦略的な人口減少対策を進め、県域全体の自立的かつ持続的な活性化

につなげることが喫緊の課題となっている。 

○ 特に本県の人口社会減の状況は、高等教育機関進学時及び卒業時の若者の

県外流出が顕著であり、今後、県内への若者の定着を図るため、高等教育機

関の魅力向上と学生の確保、就職対策が求められている。 

 

（グローバル化の進展） 

○ 経済、産業、文化など多様な面で、グローバル化が進展しており、教育に

おいても、語学力、コミュニケーション能力、郷土に対する深い理解や異文

化理解の精神などを育成することが求められている。 

 

（情報化の進展） 

○ 距離的・時間的な制約を受けない双方向での情報交流が可能になるなど、

情報化の進展が加速しており、日常生活や経済活動に劇的な変化がもたらさ

れている。情報スキルの差が新たな社会的・経済的格差を生む可能性もあり、

情報教育の重要性がますます高まっている。 

○ 子どもたちの携帯電話等の所有率は約６割に達し、ＳＮＳと言われるコミ

ュニケーション手段が生活に浸透しつつある。一方で、ネット上でのいじめ

事案等が増加しており、情報モラルの向上が求められている。 
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（産業構造、雇用環境の変化） 

○ 終身雇用・年功序列といった雇用慣行が変容し、非正規就業者の割合が労

働者の３割以上を占めるに至っている。若年無業者や早期離職の増加、求人

と求職のミスマッチなどが課題となっており、学校教育におけるキャリア教

育等の充実、学校とハローワークの連携強化などが求められている。 

 

（学力格差と貧困の連鎖） 

○ 我が国においては、家庭の経済状況や環境等により、子どもたちの進学機

会や学力等に差が生じているとの指摘がある。また、学力格差が原因となっ

て、貧困の連鎖につながることが危惧されている。 

 

（子どもたちの安全確保への対応） 

○ 東日本大震災により、これまでの学校の防災教育・防災対策の根本的な見

直しが必要となった。本県においては、建物の耐震化は進んでいるが、外壁、

天井材などの非構造部材の耐震化は早急に対策を講じる必要がある。 

○ 登下校中の子どもたちが巻き込まれる交通事故や事件が全国的に相次い

でおり、学校や通学路における子どもたちの安全確保が求められている。 

 

（国の教育改革の動き） 

○ 国において、道徳の教科化、高等学校教育改革、高大接続改革、学習指導

要領の改訂など、教育改革にかかるさまざまな検討がなされており、今後、

教育内容・制度の大きな変革が予想されることから、本県においても的確に

対応していく必要がある。 
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３ 三重の教育における基本方針 

 

（教育の意義） 

○教育は、子どもたちをはじめとする「学ぶ人」のためのものである。即ち、

一人ひとりの可能性を「開花」させ、「生き抜いていく力」を育み、人生を豊

かに輝かせる営みである（個人的意義）。 
 

○特に、子どもたちは地域社会の「希望」そのものであり、教育は、子どもた

ち自身の希望を創るという意味で、最も重要な政策分野だと考えられる。 
 

○また、教育は、それぞれの個性・能力が社会参画というかたちで咲き誇るこ

とを通して、社会に発展という「実り」をもたらす創造的な活動である（社会

的意義）。 
 

○経済社会活動のあらゆる分野において、「人」が活力の源泉であることを考え

れば、教育こそが「未来創造の『駆動力』」とならなければならない。 

 

（教育の重要性の一層の高まり） 

○折しも、知識が社会の発展を牽引する「知識基盤社会」が本格的に訪れてお

り、今後は教育の質が地域の将来を左右する決定的要因となる。 
 

○また、社会が本格的な人口減少局面を迎えつつある中、地域が持続可能な発

展を遂げていくためには、一人ひとりの能力を最大限に高め、未来への希望を

育むとともに、自らの希望の実現に向けて主体的に社会や地域に関わる人の数

（希望活動人口）を増やしていけるよう、教育の充実を図らなければならない。 

 

（新しい豊かさ） 

○加えて、今、三重県政は、今後の時代を展望し、経済的な豊かさだけでなく、

精神的な豊かさや生活の質の向上を実感できる成熟社会にふさわしい「新しい

豊かさ」の実現に挑戦している。 
 

○「新しい豊かさ」は、未来を切り拓くために必要な能力を身につけ、自分ら

しさを発揮できる機会を見いだし、アクティブ・シチズンとして主体的に社会

づくりに関わることと深く関係している。 

 教育には、アクティブ・シチズンを育み支援する社会的基盤として、重要な

役割が求められている。 
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（教育に取り組む基本方針） 

○「第三の分水嶺」の先にある社会、新しい三重の姿を展望する時、希望に満

ちた社会の形成に向けて、教育の果たすべき役割は極めて大きい。 
 

○人口減少等がもたらす様々な地域課題と向き合う中で、三重の持つ「多様性」

という強みを活かしながら、教育が「駆動力」となって、新しい時代へのブレ

イクスルーに挑む。 
 

○学校はもとより、家庭、地域住民、企業など、教育に携わるすべての者が、「毎

日が未来への分岐点」という共通認識のもと、明日の発展につながる教育活動

を； 

①「生き抜いていく力」の育成 

②「教育安心県」の実現 

③「生涯現役・全員参加型社会」に向けた学習基盤の充実 

④教育への県民力の結集 ～時を越えた「協創」の推進～ 

⑤「三重ならでは」の教育の推進 

⑥社会的要請・課題を踏まえた教育の充実 

を基本方針として、全力で進めていく。 

 

 

(1)「生き抜いていく力」の育成  

三重で学ぶ人が、自らの無限の可能性を信じ、未来への希望を胸に来るべき

時代を生き抜き、夢と志を実現できるよう、「自立」「共生」する力を育む。 

 

○将来予測が困難とされる来るべき時代においては、変化の風に凛として向き

合い、確固たる自分の軸を持って、未来への活路を切り拓く人材が求められて

いる。 

そこで三重県は、直面する課題に自ら考え判断し、主体的に対応していく「自

立」の力、および他者との関わりの中で共に支えあい、新しい社会を創造して

いく「共生」の力を育む教育を推進する。 
 

○また、「何を学んだのか」だけではなく、「それをどう生かすのか」を重視し、

学んだ知識を、課題を乗り越えるための知恵や実行力へと結実させることがで

きるよう、教育手法の改革・改善を図る。 
 

○特に子どもたちに関しては、一人ひとりの可能性を最大限に引き出すことが

できるよう、課題となっている学力・体力の向上に向け、優先度を高くして取

り組むとともに、規範意識、郷土愛等の豊かな心を育む教育を一層推進する。 
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(2)「教育安心県」の実現  

この三重県を、経済的・社会的な事情にかかわらず、誰もが必要な「学び」

を自由に選択できる「教育安心県」にする。 

 

○家庭の経済的な事情等による学習機会や学力等の差が収入の格差につながり、

それが世代を越えて再生産されるといういわゆる「貧困の連鎖」によって、意

欲ある者の将来が閉ざされることのないよう、誰もがあらゆる制約を越えて必

要な「学び」を自由に選択できる環境を整える。 
 

○また、学校教育において、災害や交通事故、犯罪など、子どもたちを様々な

危険から守るとともに、いじめの根絶、不登校児童生徒への支援を図るなど、

安全で安心な教育環境を実現する。併せて、障がいの有無や国籍の如何にかか

わらず、子どもたちが共に学べる環境を整備し、一人ひとりの多様なニーズに

寄り添う教育の推進を図る。 

 

 

(3)「生涯現役・全員参加型社会」に向けた学習基盤の充実  

あらゆる世代のすべての人が能力を高め発揮する「生涯現役・全員参加型社

会」の実現に向け、学習基盤の充実を図る。 

 

○生産年齢人口が減少する中、地域社会の持続的な発展に向けて、あらゆる世

代のすべての人が能力を高め発揮する「生涯現役・全員参加型社会」の実現が

求められていることから、社会の構成員すべてが主体的に学習機会を選択し、

学ぶことのできる、生涯を通じた学習基盤の充実を図る。 
 

○幼稚園・保育所から小学校、中学校、高等学校、大学等、さらには社会人教

育に至るまで、学びの各ステージにおける教育の質を高めるとともに、時間軸

を貫く学びの「縦の接続」が円滑に進むよう取り組む。 

 

 

(4)教育への県民力の結集 ～時を越えた「協創」の推進～  

三重の県民力を結集し、社会総がかりで教育に取り組む。 

 

○学校のみならず、家庭、地域住民、企業など社会の構成員すべてが教育の当

事者であり、その力を結集し「横の連携・協働」を進め、社会総がかりで教育

に取り組む。これにより、教育という未来創造の営みを通じ、時を越えた「協
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創」を推進する。 
 

○また、地域全体の教育力を高めるためのキーワードは「絆」であり、様々な

人々のつながりや支えあい（社会関係資本）を生み出す教育・学習活動を、学

校や公民館等の役割を重視しつつ進めていく。 

 

 

(5)「三重ならでは」の教育の推進  

自然・人材・伝統・文化・産業など、三重が持つ多様な地域力を活かした「三

重ならでは」の教育を推進する。 

 

○自然・人材・伝統・文化・産業など、三重が持つ「多様性」という強みを活

かした「三重ならでは」の教育活動を推進することにより、「新しい豊かさ」

の実現に参画できる有為な人材を育む。 
 

○「三重ならでは」の教育の推進においては、将来世界で活躍する者にも、郷

土の未来を担う者にも、心の土壌としての郷土への思い、地域社会の発展に貢

献する意欲、異なる文化を理解する態度等を育んでいくことに意を用いる。 

 

 

(6)社会的要請・課題を踏まえた教育の充実  

時代の変容がもたらす様々な社会的要請や課題に的確に対応した教育の充

実を図る。 

 

○少子化・高齢化、グローバル化、環境・資源問題の深刻化、高度情報化、産

業構造・雇用環境の変化といった時代の変容がもたらす様々な社会的要請や課

題を踏まえ、教育内容や手法の充実を図る。 
 

○今後需要が見込まれる分野の専門家、人手が不足している分野の担い手、地

域づくりの推進者など、三重の活力を生み出す産業人材・地域人材の育成に積

極的に取り組む。 
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４ 教育施策 

 

（教育施策の体系） 

 

 

 

 

 

 

 

 

幼 

児 

期 

青 
 
 

少 
 
 

年 
 
 

期 

成 

年 

期 

 

 ①「教育の原点」である家庭教育の充実と子育て支援 

②人間形成の基礎を担う幼児教育の充実 

③夢や希望をかなえる学力の育成 

④人との絆や自然との関わりの中で伸びゆく豊かな心の育成 

⑤生涯にわたって健やかに生き続けるための体の育成 

⑥笑顔あふれる安全で安心な教育環境づくり 

⑦地域に愛され、信頼される学校づくり 

⑧地域と若者の未来を拓く高等教育機関の充実 

⑨地域の活力を支える産業人材等の育成 

⑩あらゆる世代のすべての人が学び挑戦できる社会づくり 



記載例 
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基本的な取組方向 

 

 

 

 

 

 

 

主な取組内容 

 

１ 大学・学部等の新増設・再編に向けた検討を進め、高等教育における学びの選択肢の拡

大を図るとともに、全国でも低位にある大学収容力の向上をめざします。 

 

２ 各校が行う学生確保、県内就職、地域貢献等の取組への支援、「高等教育コンソーシア

ムみえ（仮称）」の設置などにより、県内高等教育機関の充実・魅力向上を促進します。 

 

３ 県内企業への就職等を条件に、奨学金の返済を軽減・免除する制度の創設を検討します。 

 

４ 地域のニーズと学生の情報を一元化し、マッチングを行うことにより、学生の地域活動

への参加を一層促進します。 

 

５ ○○○ 

 

６ ○○○ 

 

８ 地域と若者の未来を拓く高等教育機関の充実 

県内における高等教育の学びの選択肢を増やすとともに、各校の教育の質や魅力を

高める取組を支援することにより、高等教育機関の充実を図ります。また、このこと

を、三重県で学び、働く若者の増加につなげます。 

加えて、様々な地域課題の解決に向け、高等教育機関と地域との連携を促進します。 
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５ 「教育への県民力の結集」に向けて 

 

  県民力を結集し社会総がかりで教育に取り組むためには、多様な主体それ

ぞれが教育の当事者として、期待される役割を果たしていくことが大切である。 

 

（１）「学校」の役割 ～信頼される教育の実現～  

◇子どもたちの可能性を「開花」させ、「生き抜いていく力」を育むこと 

教員が高い志と使命感を持って子どもたちと向き合うことを通じ、一人

ひとりの持つ可能性を「開花」させ、「生き抜いていく力」を育む。 
 

◇地域に愛され、信頼される学校づくりを進めること 

教育成果等の情報を積極的に公開し、また、保護者・地域との幅広い「協

創」体制を築く中で、地域に愛され、信頼される学校づくりを進める。 
 

（※「学校」：幼稚園、保育所、小学校、中学校、高等学校、特別支援学校をいう） 

 

（２）「家庭」への期待 ～「心の拠り所」、そして「教育の原点」～  

◇「心の拠り所」「教育の原点」として、子どもを温かく育むこと 

「心の拠り所」として、安心して生活できる環境を整え、深い愛情を持

って子どもを温かく育む。また、「教育の原点」、教育の第一義的責任者と

して、子どもの心身の調和のとれた発達を図る。 
 

◇学校との連携を深め、教育効果を高め合うこと 

学校との連携を深め、学力・体力の向上、道徳教育等の教育効果を相乗

的に高め合う。また、「地域の教育力の源」として、ＰＴＡ活動等に積極的

に参画する。 

 

（３）「地域」への期待 ～「絆」による成長の場の創出と支援～  

◇豊かな人間性を育む多様な体験・交流の機会を提供すること 

住民やＮＰＯ等が連携し、異年齢・異世代の人々の「絆」が深まる体験・

交流活動や社会貢献活動など、多彩な成長の場を継続的に創出する。 
 

◇学校を支援すること、子育てや家庭教育を応援し支えること 

学校運営への参画などにより学校を支援するとともに、子育てや家庭教

育を応援し支える。また、今後こうした活動を通して住民の交流を活性化

させ、地域の絆をさらに深めていくという循環につなげる。 
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（４）「企業等」への期待 ～企業等活動を通じた教育への貢献～  

◇専門性等を生かし、教育活動に積極的に参画すること 

インターンシップ、農業体験、環境教育、文化芸術活動への協力、施設

等の提供、出前授業など、専門性等を生かし教育活動に積極的に参画する。 
 

◇企業等活動を通じ、さまざまな側面から教育施策に貢献すること 

子育てを支援する職場環境づくり等の教育環境の改善や、障がい者雇用

による能力発揮の場の提供など、さまざまな側面から教育施策に貢献する。 

 

（５）「高等教育機関」への期待 ～人材の輩出と地域の教育振興～  

◇地域社会を牽引していく人材を輩出すること 

教育機能を高め、課題探究能力を身につけた、地域社会を牽引していく

人材を輩出する。また、学校の魅力向上を図り、三重で学び、働く若者の

増加につなげていく。 
 

◇「知」の集積を地域の教育振興に還元すること 

出前授業や公開講座などにより、「知」の集積を積極的に還元することに

より、地域の教育振興を支援する。 

 

（６）「行政」の役割 ～質の高い教育環境の創造～  

◇質の高い教育環境を創造するとともに、必要な助言等を行うこと 

学びの充実に向け、質の高い教育環境を実現する。また、ニーズや課題

を把握・分析した上で、計画やシステムを整備し、必要な助言等を行う。 
 

◇「教育への県民力の結集」を促進すること 

「教育への県民力の結集」の実現に向け、コミュニティ・スクール制度

等の推進など、必要な働きかけや支援等を行う。 

 

（７）県と市町との役割分担  

 ①市町の役割 ～義務教育の責任者～  

義務教育を担う自治体として、自らの判断において教育行政を展開する

とともに、その成果についての住民への説明責任を確実に果たす。 
 

 ②県の役割 ～全県的な教育水準の維持向上～  

全県的な教育水準の維持向上に主体的な役割を果たす。また、教育施策

を進めるにあたり、市町との意見交換、情報交換を密にし、その主体性も

尊重しつつ、一層の支援に努める。 



                 資料１－２ 
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「教育施策」に位置づける項目内容案（検討のための素案） 

             ※取組内容で整理したものであり、「項目だて」や「呼称」は例示です。 

 

  

○出産・育児・子育て家庭への支援【健康福祉部】 

・「三重県版ネウボラ」の展開【健康福祉部】 

   ・放課後児童対策【健康福祉部】 

   ○子どもの育ちを支える家庭・地域づくり【健康福祉部・雇用経済部・環境生活部】 

・安心して妊娠・出産・子育てができる職場環境づくり 

【健康福祉部・雇用経済部・環境生活部】 

・子育て環境の魅力アップ（野外保育関係）【健康福祉部・農林水産部】 

○家庭的養護の推進【健康福祉部】 

○学校・家庭・地域等の連携【健康福祉部・教育委員会】 

○親になるための教育【教育委員会】 

 

 

  

○幼児教育【健康福祉部・教育委員会】 

○保育対策【健康福祉部】 

○幼児教育と小学校教育との連携【健康福祉部・教育委員会】 

 

 

  

○学力の向上【教育委員会】 

○特別支援教育【教育委員会】 

・発達支援が必要な子どもへの対応【健康福祉部】 

○外国人児童生徒教育【教育委員会・環境生活部】 

○グローバル教育【教育委員会】 

○キャリア教育【教育委員会】 

・児童生徒を対象とした職業・社会体験【雇用経済部】 

・シチズンシップ教育【教育委員会】 

・消費者教育【教育委員会・環境生活部】 

○情報教育【教育委員会】 

 

１ 「教育の原点」である家庭教育の充実と子育て支援 

２ 人間形成の基礎を担う幼児教育の充実 

３ 夢や希望をかなえる学力の育成 
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○人権教育【教育委員会・環境生活部・健康福祉部】 

○道徳教育【教育委員会】 

○郷土教育【教育委員会・地域連携部】 

○環境教育【教育委員会・環境生活部・農林水産部】 

・モビリティマネジメント教育【地域連携部】 

○文化芸術活動・読書活動【教育委員会・環境生活部】 

 

 

 

  

○健康教育【教育委員会・健康福祉部】 

・ライフプラン教育【健康福祉部・教育委員会】 

・がん教育【健康福祉部・教育委員会】 

○食育【教育委員会・農林水産部・健康福祉部】 

○体力の向上【教育委員会】 

○競技力の向上【地域連携部】 

 

 

 

  

○防災教育【教育委員会・防災対策部】 

○学校安全対策【教育委員会・環境生活部】 

・通学路の安全対策【教育委員会・環境生活部・県土整備部・警察本部】 

・安全教育・防犯教育【教育委員会・環境生活部・警察本部】 

・飲酒運転の根絶に関する教育【教育委員会・環境生活部】 

○いじめや暴力のない学校づくり【教育委員会・健康福祉部】 

○居心地の良い学校づくり（不登校児童生徒への支援）【教育委員会】 

○高校生の学びの継続（中途退学への対応）【教育委員会・雇用経済部】 

○子どもの貧困対策（修学奨学金を含む）【健康福祉部・教育委員会】 

○児童虐待の防止【健康福祉部】 

 

 

４ 人との絆や自然との関わりの中で伸び行く豊かな心の育成 

５ 生涯にわたって健やかに生き続けるための体の育成 

６ 笑顔あふれる安全で安心な教育環境づくり 
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○教職員の資質向上とコンプライアンスの推進【教育委員会】 

○教職員が働きやすい環境づくり【教育委員会】 

○学校の特色化・魅力化（「学びの選択肢拡大」を含む）【教育委員会】 

○開かれた学校づくり【教育委員会】 

○学校施設の充実【教育委員会】 

○私学振興【環境生活部】 

 

 

 

  

○大学収容力の向上【戦略企画部】 

○高等教育機関の魅力向上【戦略企画部】 

○県内就職の促進【戦略企画部・雇用経済部】 

○高等教育機関と地域との連携【戦略企画部】 

○海外大学との連携【健康福祉部】 

 

 

 

  

○農林水産業の担い手の育成【農林水産部】 

○航空宇宙産業にかかる人材育成及び留学制度創設【雇用経済部】 

○中小企業・小規模企業にかかる人材育成の支援、創業の促進【雇用経済部】 

  ○サービス産業にかかる人材育成【雇用経済部】 

○建設業にかかる人材育成【県土整備部】 

○防災人材の育成・活用【防災対策部】 

○医療・看護人材の育成【健康福祉部】 

○介護・福祉人材の育成【健康福祉部】 

○地域人材の育成【地域連携部】 

○文化振興にかかる人材育成【環境生活部】 

 

 

 

７ 地域に愛され、信頼される学校づくり 

８ 地域と若者の未来を拓く高等教育機関の充実 

９ 地域の活力を支える産業人材等の育成 
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○社会教育と地域の教育力【教育委員会・環境生活部】 

○生涯学習【環境生活部・教育委員会】 

○雇用への支援と職業能力開発【雇用経済部】 

・若年無業者の就職支援【雇用経済部】 

・障がい者の就職支援【雇用経済部】 

・農林水産分野と福祉分野の連携【健康福祉部・農林水産部】 

・女性の再就職支援【雇用経済部】 

・職業訓練【雇用経済部】 

○地域スポーツ【地域連携部】 

 

 

※「・」で始まる項目は小項目であり、原則として直前の「○」で始まる項目の一部を構成

するものとして整理しています。 

10 あらゆる世代のすべての人が学び挑戦できる社会づくり 



                 資料１－３ 
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※第１回総合教育会議でいただいた意見への対応について 

いただいた意見 検討案における対応 

使用する言葉について 

・県民の皆さんと危機感を共有し、共に教育に

取り組んでもらえるよう、きれいな言葉ではな

く、心に残る伝わる言葉で書くことが大切。 

（鈴木知事） 

 

 

 

→ できるだけ印象的な言葉で書くように努

めました。 

  また、「未来創造の駆動力」、「毎日が

未来への分岐点」、「時を越えた協創」とい

った独自のキーワードを随所に配しました。 

 

 

・大綱は理念なのである程度崇高な言葉は必要

だが、重要なのは県民総ぐるみをどう理解・協

力し、責任を分担してもらうか。県民、保護者

に理解しやすい具体的な言葉の方が訴求力が

あるので、崇高な理念とミックスしていくこと

が必要である。（前田委員長） 

 

 

→ 崇高な理念を伝えることを十分意識しつ

つ、印象的な言葉との融合に努めました。 

  

 

教育の意義等について 

・人口減少に立ち向かっていく中、奪い合いの

地域社会になってはいけない。奪い合いから与

え合いになるキーファクターの一つが、教育や

人づくりにあり、それをイメージした大綱とし

たい。（鈴木知事） 

 

 

→ 「自らの希望の実現に向けて主体的に社会

や地域に関わる人の数（希望活動人口）を増

やしていく」という考え方にこうした意味を

こめています。 

 

 

・教育は、学力調査が３年間全国平均を下回っ

ているから取り組むのではなく、未来の三重県

を暮らす場として魅力ある地域にするためで

ある。（鈴木知事） 

 

 

→ 教育が「社会に発展という『実り』をもた

らす創造的な活動である」という表現で、教

育の社会的意義について記述しました。 

 

・教育は、現在と同時に未来をつくる取組であ

り、木を育てるようなもの。未来のために今ど

のような力が必要かという問題の立て方が必

要。（森脇委員） 

 

 

 

 

→ 教育が「一人ひとりの可能性を『開花』さ

せ、『生き抜いていく力』を育み、人生を豊

かに輝かせる営みである」という表現で、教

育の個人的意義について記述するとともに、

未来のために今どのような力が必要かとい

う視点で育むべき力を検討しました。 
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いただいた意見 検討案における対応 

育みたい力について 

・自立、共生に加えて「創造」が入ることを期

待している。知識活用力等に基づいた創造的な

思考を直接表す言葉で、今の県の教育にとって

大事な言葉である。（森脇委員） 

 

 

→ 「育みたい力」については、慎重に検討し

た結果、個人の「内面」と「外面」に着目し、

「自立」と「共生」の２つの力に整理するこ

とが最も適切ではないかという案となりま

した。 

 

 

・課題解決ができる子どもたちのモデルを想定

しながら、必要とする力を考える必要がある。

（森脇委員） 

 

 

→ 課題解決力を重視するため、「(1)『生き抜

いていく力』の育成」の第２項目を次のとお

り記述しました。 
 

○ 「何を学んだのか」だけではなく、「そ

れをどう生かすのか」を重視し、学んだ知

識を、課題を乗り越えるための知恵や実行

力へと結実させることができるよう、教育

手法の改革・改善を図る。 

 

 

・自分の子どもに一番欲しい力は「愛する力」。

友達や地域を愛せる子は心に余裕があり、愛す

る力のある子どもは何に対しても優しく、良い

家庭を築けるのではないかと思う。（柏木委員） 

 

 

→ 「愛する力」については直接は盛り込めま

せんでしたが、「(1)『生き抜いていく力』の

育成」の第３項目に、「規範意識、郷土愛等

の豊かな心を育む教育を一層推進する」旨、

記述しました。 

 

 

・情報を公開し、咀嚼し、自ら問題点を組み立

て、主張し、お互い議論して納得する、大きく

言えば共生する力、「つながる力」のようなも

のを入れる必要がある。（岩崎委員） 

 

 

→ 「(1)『生き抜いていく力』の育成」の第

１項目に、「他者との関わりの中で共に支え

あい、新しい社会を創造していく『共生』の

力を育む」旨、記述しました。 

 

学力について 

・社会に出て行く子どもたちに最低限の学力を

保障することが大切。社会を生き抜く力を付け

てあげることが子どもたちに対する責任だと

思う。（柏木委員） 

 

→「(1)『生き抜いていく力』の育成」の第３

項目に、「特に子どもたちに関しては、一人

ひとりの可能性を最大限に引き出すことが

できるよう、課題となっている学力・体力の

向上に向け、優先度を高くして取り組む」旨、

記述しました。 
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いただいた意見 検討案における対応 

「縦の接続」「横の連携・協働」について 

・「縦の接続」と「横の連携・協働」について、

個別の計画に委ねると十分記述されない懸念

があるので、大綱にしっかり書き込む必要があ

る。（岩崎委員） 

 

・県民総ぐるみで教育に取り組むことは非常に

大事。学力調査結果は、子ども個々の力と同時

に、全ての人の力の結集点である。県の総合的

な力量が問われている。（森脇委員） 

 

 

→ 「縦の接続」については、「(3)『生涯現役・

全員参画型社会』に向けた学習基盤の充実」

に、また、「横の連携・協働」については、「(4)

教育への県民力の結集～時を越えた『協創』

の推進～」に、大きな方針として記述しまし

た。 

 

 

 

・今行っている県民運動についても原点に立ち

返って取り組みたい。（鈴木知事） 

 

 

→ 「基本方針」に、「教育への県民力の結集」

という根本方針を記述しました。 

   

 

コミュニティについて 

・地域で学んで生きる力を付けるためのコミュ

ニティはどうあるべきか。三重で教育を受けて

良かった、地域で暮らして良かったと思える部

分が必要。（岩崎委員） 

 

 

→ 教育とコミュニティとの関係性について

は、「(4)教育への県民力の結集」の第１項目

と第２項目で記述しました。 

  第１項目では、「社会総がかりで人を育む」

という基本方針を明示し、第２項目では、こ

うした社会の教育力を生み出すための「社会

関係資本」の形成について次のとおり記述し

ました。 
 

○ 地域全体の教育力を高めるためのキー

ワードは「絆」であり、様々な人々のつな

がりや支えあい（社会関係資本）を生み出

す教育・学習活動を、学校や公民館等の役

割を重視しつつ進めていく。 
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いただいた意見 検討案における対応 

グローカル人材について 

・世界に出て活躍したいのか、世界を相手に活

躍したいのかでは全くニュアンスが違う。三重

を大事にして、三重から世界を相手に活躍する

グローカルな人材を育成して欲しい。（柏木委

員） 

 

→ グローカル人材の育成については、「教育

施策」の中で具体的記述を検討します。 

なお、郷土愛との関係については、「(5)『三

重ならでは』の教育の推進」の第２項目に、

次のとおり記述しました。 
 

○ 「三重ならでは」の教育の推進において

は、将来世界で活躍する者にも、郷土の未

来を担う者にも、心の土壌としての郷土へ

の思い、地域社会の発展に貢献する意欲、

異なる文化を理解する態度等を育んでいく

ことに意を用いる。 

 

シチズンシップ教育について 

・選挙権年齢が１８歳に下がるが、自分たちが

動くことで地域がどう変わるか、選挙の重みを

高校段階では殆ど教えていない。シチズンシッ

プ（主権者）教育のようなものが必要ではない

か。（岩崎委員） 

 

→ シチズンシップ教育については、「教育施

策」の中で具体的記述を検討します。 

 

多様な主体との役割分担について 

・役割分担はするが、必要ならば垣根を乗り越

える覚悟や思いが必要。義務教育は市町教委が

主体的にやるが、県も予算・人事を分担してい

るので丸投げではいけない。それが表れる大綱

にしたい。（鈴木知事） 

 

・義務教育に関して市町、保護者、学校現場そ

れぞれの責任を大綱でどう記述するか検討す

る必要がある。（岩崎委員） 

 

・役割分担や責任を決めたら、それが公開され

ていることが大事。キーワードは「公開」。お

互いのやること、責任を明確にしたうえで議論

しないと無責任な議論に終わる。（山口教育長） 

 

→ 多様な主体との役割分担については、大綱

の最後に「『教育への県民力の結集』に向け

て」の項を設け、追加で記述しました。 
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